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その前に

◼ 2024年7月6日（土）

◼ プレゼン発表会のリベンジ戦

◼ 2024年8月3日（土）

◼ 第3回プレゼン発表会

◼ テーマ：WEBアンケートの原案を考え、発表する

注意：詳細な内容、採点基準等については、
7/8（月）の週に「説明動画」を公開します
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アンケートとは
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アンケート（Survey）調査とは？

◼ 対象とする人達に、同じ質問を聞いて、
その回答（データ）を収集すること

質問方法
・ 対面（インタビュー）
・ 電話
・ 質問紙
・ オンライン（web）

◼ オンラインアンケートシステムが登場したことに
よって、手軽にアンケートが実施できるようになった

→ 多数からの効率的なデータ収集が可能に

データ化が面倒
（多数の場合）
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アンケートを使う機会

◼ ニーズや傾向を知りたい時

→ 例：授業アンケート、満足度調査、実態調査

◼ 他のデータの裏付けをしたい時

例：大学のWi-Fiが遅いというクレームが複数の学生からあった。
大学全体の問題として捉えるべきか？

→   アンケート調査を実施して裏付けをとる

→ 『みんな言っているよ』の正体が分かる可能性
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アンケートデザインの重要性

◼ アンケートデザイン = Survey Design

一般的な構成

・ 趣旨説明（Introduction）

・ 質問セット → 回答の送信

・ 完了画面の表示 → お礼

◼ アンケートデザインの「質」が、
収集したデータの「有用性」に影響する

回答者は、いつでも
アンケートから
離脱できる
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趣旨説明（Introduction）

◼ アンケートの回答「候補者」は、

趣旨説明と最初のページの質問群を見て、

アンケートに回答するか決めることが多い

→ 回答候補者に信頼してもらう必要がある

→ 回答者の視点から趣旨説明を書く
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趣旨説明に含む項目

◼ アンケートの目的

a. なぜこのアンケートが必要なのか

b. 記名式か匿名か → 別セクションに書く場合も

c. 回答者の回答は、集計の他、どのように使われるのか

◼ 回答時間の目安

a. 正直に書く

例：このアンケートは5分程度で回答できます
      → 実際の質問数 = 30問（含：自由回答）
      → 1問/10秒

b. 可能であれば質問数も記載
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趣旨説明に含む項目

◼ データの取り扱いについて

a. 誰が（どの部署が）分析をするのか

→ 回答者の利害関係者がデータを見る可能性はあるのか

b. データはどのように管理されるのか

→ 個人情報保護規定等へのリンクがあると親切
  （趣旨説明が長くなりすぎないように！）
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趣旨説明の例：IR大学 学生満足度調査

シナリオ：WEBで実施、学生番号は自動収集 → 匿名ではない

趣旨説明の例

IR大学では、毎年、満足度調査をオンラインで実施しています。
現在、みなさんが利用されている〇〇〇は、このアンケートの結果か
ら創設されたサービスです。IR大学における学生サービスを、さら
に向上させるため、みなさんの意見をお聞かせください。

このアンケートの設問数は15問、平均回答時間は8分程度となってい
ます。みなさんの回答データは、本学の個人情報保護規定＜リンク＞
に従って、管理されます。また、本学のデータ分析部署であるIRオ
フィス以外が、回答データにアクセスすることはありません。

※メモ※

回答が成績、卒業、就職等に影響を及ぼさないことも書く？
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代表的な質問の形式
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質問セット：代表的な質問の種類

◼ 単一選択型

• 用意した選択肢の中から、回答者に「一つ」だけ
選んでもらう

• メリット：分析が楽

• 「その他」が重要、ただし、入力ボックスについては、
時と場合による

• 「該当なし」でもOK
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質問セット：代表的な質問の種類

◼ 複数選択型

• 用意した選択肢の中から合致するものを「全て」
回答者に選んでもらう

• 分析するにはデータ処理のスキルが必要（後述）
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質問セット：代表的な質問の種類

◼ 自由記述型（自由入力型）

• 回答者が自由に回答できる

• 回答の質が「バラバラ」になる可能性（特に、自由記述）

• 分析が大変（特に、自由記述）

文章

数字
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質問セット：代表的な質問の種類

◼ リッカート尺度型（Likert scale）

• アンケート作成者が用意したステートメントに対して、
回答者の同意できる程度を選択してもらう

• 分析方法 → DSBCが有用

参考資料
藤原宏司（2017）「実践的IRにおけるアンケート結果の分析方法について」, 
IR実務担当者連絡会（大学評価コンソーシアム・立命館大学）

今回の課題に
関係アリ

https://ir.yamagata-u.ac.jp/application/files/6416/4256/7686/20170519_ir_jitsumu_fuijwara.pdf
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バッドデザインの例
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バッドデザインの例

1. 趣旨説明が不親切（もしくは、趣旨説明が無い）

a. 趣旨説明の内容と質問内容が矛盾

例：匿名です vs. 属性に関する質問群から本人特定が可能

2. 質問数が多い

• 聞きたいことだけを聞く

• 5分以内に終わる分量が目安

3. 質問への回答選択肢が多い

• 回答者を混乱させる

• 「その他」を選択肢として活用する
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バッドデザインの例

4. 自由記述型の質問が多い

• 分析が大変になる

• 回答者が、その質問をスキップする可能性がある
→ データが取れない

5. 注意不足 

• 誤字や脱字

• 選択肢が曖昧（回答者が選べない）

※重要※

◼ 事前にテストする（最低5回）

◼ アンケートの離脱リスクを最小限にしましょう
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コラム：属性情報はどこで聞く？

◼ 典型的なアンケートでは、最初に、
回答者の名前や属性情報を聞きます

◼ どっちが良いのでしょう？

A) 趣旨説明 → 属性情報を聞く → メインの質問へ

B) 趣旨説明 → メインの質問 → 属性情報を聞く
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アンケートデータの処理
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アンケートデータの例（MS Forms）

データ処理の問題
どのように、分析可能なデータを作成しますか？

単一選択+その他 複数選択 自由記述 リッカート リッカート

◼ アンケートシステムが出力する分析レポートだけでは不十分

◼ オリジナルの問いに答えるためには、データ処理のスキルが必須
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アンケートの問題点
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アンケートの問題点

◼ 適当に答える回答者の存在

対応策としては・・・

・ 回答時間のチェック

・ 同じ質問を別々の視点から聞く

→ 赤色が好きだ（Yes）= 赤色が嫌いだ（No）

 アンケート（例：趣旨説明や質問数）を見直す
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アンケートの問題点

◼ 本心を答えていない可能性がある

→ アンケートの回答と実際の行動が一致しない

実例：禁煙促進プログラムに参加したケース（本人談）

質問：過去一週間、禁煙していましたか？

結果：「はい」と答えた人の一定数が、喫煙していた

なぜ分かったか？

→ アンケートの他に、
    血液中のコチニン（ニコチンの代謝物質）と、
    吸気一酸化炭素を検査していた

◼ 他の例：2016年アメリカ合衆国大統領選挙
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直接評価と間接評価

◼ 直接評価：客観的に測定可能な指標（直接指標）
               を用いて評価を行うこと

◼ 間接評価：回答者の「自己申告」等の、回答者の
               主観に基づく指標（間接指標）を用いて
               評価を行うこと

前のページの例

◼ アンケート（禁煙していましたか）？ → 間接指標

◼ コチニン、吸気一酸化炭素                → 直接指標

間接評価の結果と直接評価の結果は矛盾することがある
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まとめ
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まとめ

◼ アンケートは、多数の回答者から
効率的にデータを収集することができます

◼ しかし、「アンケート疲れ」という言葉が示すように、
アンケートに拒否反応を示す人達も一定数います

◼ アンケートの作成者は、以下の点に注意しましょう

1. 回答者に過度の負担をかけない

2. 分析することを考えて、アンケートを作成する

3. アンケートだけに頼らない（過度に信用しない）

→ 直接指標との併用が重要！
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アンケートの結果報告について

◼ アンケートの報告書は、
各質問への回答集計をまとめただけだと不十分

◼ アンケート参加者の信頼を得るには、
「アンケート結果が、意志決定の参考になっている」
このような雰囲気の醸成が必要だと思います

必要な情報（米国の場合）

• アンケートの責任者が、結果をどう解釈したか
• どのような改善策が構築されるか、等

注意：責任者 = アンケート実施を指示した人
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課題

1. プレゼン発表会（8/3）に向けての準備

a. みなさんが、今やってみたいアンケート調査における

i. 趣旨説明

ii. 質問 ＆ 回答選択肢

を、資料としてまとめてください

2. コミュニケーションチャネルへの書き込み

a. この講義への感想、質問等を書き込んでください
（回答期限：8/2（金））
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